
地元や地域の「困りごと」を解決します!

縦
　
無
尽

横山隆也よこやま  たかや

石川県議会議員 横山隆也 活動報告

通信

身
近
な
事
柄
か
ら

長
年
の
課
題
ま
で

解
決
に
向
け
て
全
身
全
霊
！

白山市中島町の広瀬大橋から中島シェッ
ドまでの区間約15メートルの舗装にしゃ
くみが見られたため、石川県土木総合事
務所に働き掛けて補修しました。

白山市中島町の路面の
しゃくみを補修
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2021年5月20日、白山市鳥越地区広瀬
町で大規模な斜面崩落が発生しました。現
状では災害につながる変化はないが、山
腹の総点検を検討すべきと考えています。

白山市鳥越地区
広瀬町の斜面崩落

伸び放題となっていた江津橋交差点周
辺を除草しました。損なっていた美観を
回復するとともに、自動車の視界の確保
にも一役買いました。

白山市河内町の
江津橋交差点の除草

白山市別宮町で区画線がかすれ、車線の
区別が分かりづらくなっていました。新た
に白線を引き直し、自動車が車線をはみ
出さないようにしました。

小松鳥越鶴来線の
区画線の引き直し

白山市源兵島町交差点で道路の舗装に
しゃくみが見られました。自動車走行に多
少の支障があったことから補修し、道路
の段差は解消しました。

松任寺井線の路面の
しゃくみを補修

堂尻川の管理用道路の草刈りを行いま
した。どこに道路があるのか分からない
状態でしたが、除草したことで本来の使
用目的を取り戻しました。

堂尻川
管理用道路の除草
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解決した地域課題 ● 上吉谷町集落の用水路を補修 ● 美川西米光町堂尻川の改修工事 ● 白山市美川中町の側溝を補修
● 井口新町のフェンスを補修 ● 重文「旧山岸家」の雪害による補修 ● 水澄町交差点の道路改良

横山隆也事務所
〒920-2373 石川県白山市河合町甲21番地

http://www.yokoyamatakaya.com/公式ホームページ
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じゅうおう‐むじん

何事にもとらわれず、あらゆる方面で
物事を思う存分にすること。また、そのさま。
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横山隆也事務所

お近くにお越しの際はお気軽にお立ち寄りください

AM10:00～PM4:00（土日祝はお休みです）
TEL.076-254-2820  FAX.076-254-2821

「願い」が実現する街を
この地域で生活している皆さまには、お一人お一人に願いがあるでしょう。「安全安心な街に」「子育てがしやすい街を」
「自然災害に強い街に」など、このような願いに耳を傾け、実現するのが私の使命だと言えます。これからも地域の皆さま
のご要望やご意見を大切にし、地方行政に対する信頼の確立に努めてまいります。
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地元、白山市の伝統工芸を守る。

　国際北陸工芸サミットin石川が令和3年8月14日か

ら29日間、「生活の中で活かす工芸」をテーマに開催さ

れました。サミットは文化庁と北陸三県が協力し、これま

でに富山県と福井県で開かれています。石川県での開

催はその締めくくりで、暮らしの中に工芸が息づく「工

芸王国石川」の層の厚さを示す絶好の機会となったと

言えます。

　私の地元である白山市は、7つの伝統工芸があり、金

沢市に次いで2番目に伝統工芸の産地が多い市です。

国指定伝統的工芸品として「牛首
つむぎ

紬」「加賀
ぬい

繍」、県指定

伝統的工芸品に「檜細工」「美川仏壇」、希少伝統的工芸

品には「加賀獅子頭」「太鼓」「鶴来打刃物」があります。

　中でも、牛首紬は白山市白峰周辺で800年以上昔

から作り続けられている織物です。その特徴は、2匹の
かいこ

蚕が作った
たままゆ

玉繭から糸を紡ぎ出し、糸づくりから製織

までのほとんどの作業を手作業で一貫生産しているこ

とです。最近ではパリコレクションに採用されるなど、洋

装用の素材として海外からも注目されています。

　このように、風土と暮らしの中で、人から人へと連綿

と受け継がれてきた先人の技術は、私たちの財産であ

ると同時に、後世に伝えていく義務があります。新型コ

ロナウイルス感染症で大きな打撃を受けた産地を、今

こそ支えていく時ではないでしょうか。

　サミットでは、石川県の伝統工芸に関心を持ったとい

う声も聞かれており、時代に即した商品開発や販路開拓

を行っていけば、白山市の伝統工芸が世界の表舞台に

上がる日も遠くないでしょう。その魅力に県民の皆さん

が気づき、大切にしようとする心が芽生えれば、伝統工

芸の未来は明るいと考えます。

写真提供：石川県観光連盟写真提供：石川県観光連盟牛首紬 加賀繍

Befor After


